
避難訓練を振り返って

深瀬自主防災会

高樋地区の防災力向上に向けて

高樋地区自主防災会



今年度の取り組み

① 防災セミナーの受講

実施日：2023年5月28日（日） 場所：高樋集会所

実施内容：県防災アドバイザーによる防災セミナーを受講

② 避難所見学会に参加

実施日：2023年7月23日（日） 場所：クリスタルアージョ

実施内容：避難所の設備等の見学及び非常食の試食

当地区と隣接する四丁目地区との意見交換



① 防災セミナーの受講

【目的】

地区住民の防災意識を高める。

【現状】

地区内で近年大きな被害が生じていないため、防災意識が低い。

【現状からの懸念】

いきなり避難訓練を呼びかけても、住民が集まらないと考えら

れる。

【対策】

まずは、防災に関する話を聞いてみるところから始めよう！！



STEP１

誰に話をしてもらおうか・・・

市に相談したら、専門家である

県の防災アドバイザーの派遣を

無料で受けられることが分かった。

STEP２

地区住民への周知をどうしよう・・・

市が各戸配付用のお知らせチラシ

を作成してくれた。



STEP３
地域の実情に合わせたセミナーの内容
にしてほしい・・・

事前にweb会議でセミナーの内容につ
いて関係者と話し合えた。

STEP４
セミナーの実施後、セミナーの内容を
欠席者にも伝えたい・・・

市が、セミナーの内容をまとめた回覧
用チラシを作成してくれた。



② 避難所見学会に参加

【目的】

住民の避難意識を高める。

【現状】

セミナー参加者12名のうち、これまでクリスタルアージョへ避難し

たことがある人は半数程度しかいなかった。

【現状からの懸念】

避難が必要なときに、適切な避難行動が取れない可能性がある。

【対策】

まずは、避難所を見学して、避難所がどのような場所か「知る」

ところから始めよう！！



〇避難所見学会のメニュー

・避難所までの避難経路における危険箇所の確認

（県防災アドバイザーと一緒に歩き、危険箇所の確認ができ

た。）

・避難所及び避難所設備の見学

・地域防災タイムラインの作成

・非常備蓄食料の試食

・県防災アドバイザーを交えた意見交換

・災害用資機材カタログの配布



・避難所までの避難経路における危険箇所の確認

県防災アドバイザーの西田井 紀宏さん

と一緒にクリスタルアージョまで歩き

ながら、避難ルートに潜む危険箇所を

確認した。

・避難所及び避難所設備の見学

避難所となる部屋や実際の設備を

見学した。



・地域防災タイムラインの作成

作成方法の説明を受け、それぞれが

どこにどのタイミングで避難するか

等、実際に記入してみた。

・非常備蓄食料の試食

お湯がなくても食べられる非常備蓄

食料を試食してみた。



・県防災アドバイザーを交えた意見交換

四丁目地区の取り組みや、今後の防災

対策の参考となる話を聞くことできた。

・災害用資機材カタログの配布

個人での備えの参考となる防災関係の

商品が掲載されたカタログの配布があ

った。



まとめ

高樋地区では、いきなり「避難訓練」を実施することはハードル

が高い現状があった。（人が集まらない心配があった。）

なので・・・

① 住民の負担感が少ないセミナーで人を集め

② 避難所見学会で、避難することの大切さを学習した。

【ポイント】

地域の実情に応じたやり方で、少しずつ地域住民の防災意識を高

めていく。まずは無理なく「やってみる」ことが大事。


